
足立区立
郷土博物館
だより

内
の
旧
家
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
数
々
の
希
少
な
作
品
を
対
象

に
実
施
し
て
き
た
足
立
区
の
文
化
遺
産
調
査
。
そ
の
成
果

に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
江
戸
絵
画
の
名
手
で
あ
る
琳
派
の
酒
井

抱
一
、
谷
派
の
総
帥
で
あ
る
谷
文
晁
、
そ
の
他
狩
野
派
の
絵
師
た

ち
の
作
品
の
数
々
に
、
美
術
・
歴
史
フ
ァ
ン
か
ら
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。今

回
は
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を

振
り
返
り
、改

め
て
足
立
区

文
化
遺
産
調

査
の
意
義
を

検
証
し
ま
す
。

の
文
化
遺
産
調
査
は
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
１
月
、
翌

年
度
実
施
予
定
の
区
制
80
周
年
記
念
事
業
の
準
備
と
い
う

形
で
ス
タ
ー
ト
し
、
特
別
展
『
足
立
の
仏
像
』（
開
催
年
）
の
た

め
の
調
査
、『
千
住
生
活
史
調
査
報
告
書
』（
以
下
『
千
住
生
活
史
』）

の
と
り
ま
と
め
、
戦
前
の
８
ミ
リ
と
16
ミ
リ
の
フ
ィ
ル
ム
映
像
の

復
元
を
行
な
い
、
終
了
と
な
り
ま
し
た
（
第
１
次
調
査
）。

　
と
こ
ろ
が
、『
千
住
生
活
史
』
の
成
果
を
発
表
し
た
『
大
千
住

―
町
の
繁
栄
と
祝
祭
―
』
展
（
平
成
25
・
２
０
１
３
年
）
が
開
か

れ
る
と
、
そ
の
反
響
は
す
さ
ま
じ
く
、
区
内
各
地
の
旧
家
か
ら
多
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１
．１０
年
の
軌
跡

区

開　催 名　称
平成 23年
（2011 年）

区制80周年に向けて足立区文化遺産調査（第１次）を開始。
千住の琳派展

平成 24年
（2012 年）

区制 80周年
足立の仏像展ほか記念事業を実施。

平成 25 年～26 年
（2013～14 年）

大千住展　町の繁栄と祝祭
この展覧会の後、多くの美術、文化資料が確認される。

平成 27年
（2015 年） 文化遺産調査（第２次）開始（～現在）

平成 28年
（2016 年）

美と知性の宝庫 足立
-酒井抱一・谷文晁とその弟子たち-

平成 29年
（2017 年）

千ヶ崎悌六 
- 与謝野晶子を支えた足立の歌人画家-

平成 30年
（2018 年）

大千住 美の系譜 
-酒井抱一から岡倉天心まで-

令和元年
（2019 年） 初顔見世の役者絵

令和 2年
（2020 年）

名家のかがやき展
-近郊郷士の美と文芸-

令和 3年
（2021 年）

谷文晁の末裔
-二世文一と谷派の絵師たち-

足立区文化遺産調査のあゆみ

区制８０周年記念特別展『足立の仏像』の風景。当館ではじめての仏教美術に特化した展覧会。

く
の
美
術
・
文
化
資
料
の
所
在
情
報
や
調
査
希
望
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に

調
査
再
開
（
第
２
次
調
査
）
を
決
定
し
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

調
査
開
始
か
ら
10
年
。
既
に
３
０
０
０
点
を
超
え
る
貴
重
な
資
料

が
見
出
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
調
査
対
象
と
な
っ
て
い
る
資
料
群

約
50
の
う
ち
、
既
に
調
査
が
終
了
し
た
の
は
12
件
。
調
査
継
続
中

の
今
な
お
次
々
と
調
査
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
う
れ
し
い
悲
鳴
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　
調
査
開
始
前
に
は
展
覧
会
が
連
続
開
催
で
き
る
よ
う
な
足
立
区

固
有
の
多
彩
な
美
術
や
文
化
の
名
品
が
、
区
内
に
眠
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
自
体
、
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
術
専
門
家
た



《
資
料
の
確
認
と
搬
出
》

料
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
て
か
ら
、
展
覧
会
出
展

ま
で
の
な
が
れ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
長
期
間
（
数
十
年
）
に
わ
た
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
場
所
か
ら

博
物
館
へ
の
搬
出
は
、
一
日
か
ら
数
日
の
間
、
資
料
提
供
を
お
申

し
出
い
た
だ
い

た
お
宅
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
ま

す
。
ま
さ
に

様
々
な
資
料
と

の
出
会
い
の
瞬

間
で
す
。
こ
の

出
会
い
が
10
年

絶
え
ま
な
く
続

い
て
い
ま
す
。

　
確
認
時
に
表
具
や
本
紙
と
台
紙
の
接
着
剤
の
劣
化
が
認
め
ら
れ

る
と
破
損
を
防
止
す
る
た
め
、
修
復
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
古
画

修
復
専
門
の
方
の
お
力
を
借
り
て
、
展
覧
会
や
後
世
へ
伝
え
る
た

め
、
表
具
や
本
紙
の
折
れ
な
ど
を
直
し
ま
す
。

　
修
復
時
に
本
紙
を
台
紙
か
ら
外
す
と
き
、
台
紙
に
用
い
ら
れ
た

反
故
紙
か
ら
、
制
作
年
代
や
、
制
作
地
域
が
し
ば
し
ば
判
明
し
ま

す
の
で
、
修
復
も
研
究
調
査
の
一
工
程
で
す
。

《
展
覧
会
で
多
く
の
人
に
見
て
も
ら
う
》

査
先
で
の
確
認
、
熟
覧
研
究
、
保
存
処
理
を
経
て
、
は
じ

め
て
展
覧
会
へ
の
出
展
準
備
が
整
い
ま
す
。
足
立
区
の
よ

う
に
初
公
開
資
料
が
多
い
展
覧
会
で
は
、歴
史
や
美
術
の
研
究
者
、

大
学
教
員
、
他
の
美
術
館
・
博
物
館
の
学
芸
員
、
古
美
術
商
、
修

復
家
、そ
し
て
何
よ
り
多
く
の
お
客
様
か
ら
の
率
直
な
ご
意
見
や
、

未
公
表
の
作
品
情
報
、
使
い
方
の
証
言
、
感
想
な
ど
た
く
さ
ん
の

情
報
が
集
ま
り
、研
究
内
容
が
深
化
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
当
区
の
場
合
、
展
覧
会
の
場
で
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
が
け
い

た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
新
た
な
資
料
調
査
が
始
ま

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
展
覧
会
は
、
単
に
普
及
と

い
う
役
割
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
様
々
な
意
味
合
い
を
含
ん
だ
一
大

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
す
。

《
熟
覧
調
査
　
正
体
を
見
極
め
る
》

物
館
に
到
着
す
る
と
、
最
初
に
汚
れ
の
除
去
、
防
虫
防
カ

ビ
の
く
ん
蒸
処
理
を
行
い
、
い
よ
い
よ
資
料
の
調
査
に
入

り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
採
寸
な
ど
の
記
録
を
行
っ
て
、
い
よ
い
よ
「
熟
覧
」

を
行
い
ま
す
。「
熟
覧
」
と
は
、
調
査
研
究
を
行
う
た
め
資
料
を

よ
く
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
博
物
館
職
員
と
専
門
家
が
一
緒
に
資

料
の
状
態
を
確
か
め
、
真
筆
か
写
し
か
、
そ
の
成
り
立
ち
の
推
定

な
ど
、
資
料
の
正
体
を
じ
っ
く
り
と
見
極
め
て
い
き
ま
す
。
一
見

し
て
終
わ
る
作
業
で
は
な
く
、
例
え
ば
六
曲
一
双
の
屏
風
の
よ
う

な
大
作
の
場
合
、
点
検
箇
所
は
１
０
０
か
所
以
上
、
数
時
間
に
も

及
び
ま
す
。

　
よ
く
「
調
査
結
果
は
ど
の
く
ら
い
で
出
る
の
？
」
と
ご
質
問
を

い
た
だ
き
、「
時
間
が
か
か
る
」
と
お
伝
え
す
る
と
、
不
思
議
に

思
わ
れ
る
方
も
多
い
の
で
す
が
、
専
門
家
が
一
見
し
て
価
格
を
判

断
す
る
テ
レ
ビ

番
組
の
様
に
は

い
き
ま
せ
ん
。

番
組
は
放
送
時

間
の
都
合
上
、

事
前
調
査
の
部

分
を
割
愛
し
て

い
る
の
で
す
。

《
修
復
》本

の
絵
画
は
絹
や
和
紙
等
、
繊
細
な
素
材
で
出
来
て
い
る

た
め
、
耐
久
性
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
掛
軸
は

本
来
、
二
十
四
季
節
や
七
十
二
候
に
合
わ
せ
て
、
長
く
て
も
十
日

前
後
だ
け
床
の
間
に
飾
っ
て
楽
し
む
も
の
で
し
た
。

２
．調
査
か
ら
展
覧
会
ま
で

資

博日

調

ち
の
間
で
は
い
つ
の
ま
に
か
、「
足
立
区
は
上
質
で
未
紹
介
の
美

術
文
化
資
料
が
豊
富
に
蓄
積
さ
れ
た
地
域
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
つ
つ
あ
る
ほ
ど
で
す
。「
た
か
が
10
年
、さ
れ
ど
10
年
」で
す
。

千
住
の
琳
派

　
文
化
遺
産
調
査
の
大
き
な
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
た
の
は
平
成

23
年
春
に
開
催
さ
れ
た
『
千
住
の
琳
派
』
展
で
し
た
。
足
立
、

千
住
在
住
の
琳
派
絵
師
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
展
覧
会
で
、

当
博
物
館
に
美
術
展
の
流
れ
を
生
み
だ
す
契
機
と
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、「
千
住
の
琳
派
」
と
い
う
専
門
用
語
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

熟覧する武蔵野美術大学教授、玉蟲敏子先生（手前）

所蔵先での調査と搬出の梱包作業

修復のようす



ま
足
立
区
の
文
化
遺
産
調
査
は
、
専
門
家
か
ら
「
ほ
か
に

例
を
見
な
い
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
る
」
と
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
調
査
開
始
か
ら
秀
逸
な
遺

産
が
集
ま
り
つ
づ
け
、「
足
立
区
は
美
と
知
性
の
宝
庫
」
と
い
う

見
方
が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
も
そ
も
、

な
ぜ
、
足
立
区
は
「
美
と
知
性
の
宝
庫
」
た
り
え
た
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
理
由
は
次
の
三
点
に
集
約
で
き
ま
す
。

①
一
つ
目
は
足
立
区
に
正
当
な
画
系
を
受
け
継
い
だ
村
越
其
栄
や

舩
津
文
渕
ら
作
者
が
い
た
こ
と

　
　
彼
ら
は
江
戸
の
絵
師
た
ち
と
親
交
し
ま
す
。合
作
も
生
ま
れ
、

代
表
例
の「
関
屋
里
元
追
善
集
」（
名
倉
家
蔵
）は
、江
戸
の
其
一
、

文
晁
、
さ
ら
に
浮
世
絵
師
の
歌
川
国
芳
と
、
千
住
の
絵
師
、
坂

川
屋
鯉
隠
そ
し
て
江
北
の
谷
派
絵
師
、
舩
津
文
渕
の
五
名
が
競

う
よ
う
に
絵
を
添
え
た
名
品
で
す
。
か
つ
て
古
記
録
研
究
者
が

文
献
で
名
前
を
伝
え
て
は
い
た
も
の
の
、
原
品
が
確
認
さ
れ
た

い ３
．ほ
か
に
例
を
見
な
い
足
立
の〝
お
た
か
ら
〞

修
復
し
公
開
し
た
建
部
巣
兆
の
大
作
屏
風

の
は
初
め
て
で
、
こ
う
し
た
希
少
性
あ
る
作
品
の
発
見
が
続
い

て
い
ま
す
。

②
千
住
の
名
倉
家
や
中
央
本
町
の
日
比
谷
家
な
ど
、
作
品
の
良
さ

を
理
解
し
た
支
援
者
が
い
た
こ
と

　
　
支
援
者
自
身
も
文
芸
の
理
解
者
で
、
名
倉
家
の
初
代
直
賢
は

鈴
木
其
一
ら
と
「
狂き

ょ
う
か
あ
し
か
び
し
ゅ
う

歌
葦
芽
集
」
と
い
う
狂
歌
集
を
出
し
た
ほ

ど
で
す
。
作
者
か
ら
の
手
紙
、
作
者
と
支
援
者
と
の
交
流
の
記

念
を
う
た
っ
た
墨
書
や
絵
画
を
見
る
と
、
支
援
者
た
ち
が
文
芸

の
深
い
理
解
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

③
作
品
、
記
録
、
そ
し
て
暮
ら
し
ぶ
り
等
を
散
逸
さ
せ
ず
守
り
伝

え
た
家
々
が
あ
っ
た
こ
と

　
　
中
央
本
町
の
日
比
谷
家
は
文
渕
に
屋
敷
の
飾
り
を
依
頼
、
文

渕
に
よ
る
琳
派
風
の
「
四
季
草
花
図
小
襖
」
が
伝
来
し
て
い
ま

す
。
日
比
谷
家
と
文
渕
と
の
や
り
と
り
は
舩
津
家
の
記
録
に
、

屋
敷
の
ど
こ
で
利
用
さ
れ
た
の
か
は
、
日
比
谷
家
の
絵
図
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
作
品
の
背
景
情
報
は
、
市
場
で

入
手
す
る
作
品
か
ら
は
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
貴
重

な
情
報
で
す
。

　
ま
た
、
文
渕
は
谷
文
晁
の
門
人
で
す
が
、
本
作
に
見
ら

れ
る
金
箔
地
に
描
か
れ
た
草
花
と
い
う
琳
派
の
作
風
は
ど

こ
に
由
来
し
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
、
舩
津
文
渕
が

琳
派
絵
師
、
鈴
木
其
一
と
親
し
く
交
流
し
て
い
た
こ
と
を

表
す
彼
の
日
記
か
ら
、
影
響
の
所
在
が
浮
か
び
上
が
っ
た

の
で
す
。

　
足
立
の
文
化
遺
産
は
し
ば
し
ば
都
内
の
美
術
関
連
施
設

「
国
宝
重
文
展
示
室
」（
都
内
）
や
著
名
美
術
館
で
の
作
品

公
開
や
、
高
名
な
美
術
雑
誌
や
テ
レ
ビ
番
組
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
足
立
固
有
の〝
お
た
か
ら
〞

の
知
名
度
が
、
徐
々
に
高
ま
り
始
め
て
い
る
の
で
す
。

「
関
屋
里
元
追
善
集
」
よ
り
歌
川
国
芳
「
江
戸
玩
具
図
」
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舩津文渕《四季草花図》小襖　（足立区中央本町・日比谷二朗氏蔵）

多くの雑誌、新聞、テレビ、WEBに登場した作品。村越其栄《紅葉鹿図屏風》千住・名倉家蔵。

土
博
物
館
で
は
、
多
く

の
方
々
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
集
ま
っ
た
美
術
・

文
化
資
料
を
後
世
に
伝
え
る
べ

く
、
最
善
の
方
法
を
常
に
模
索

し
続
け
て
い
ま
す
。
新
出
資
料

も
多
く
、
い
ま
だ
調
査
中
の
未

公
開
資
料
も
数
多
く
抱
え
て
い

ま
す
。
足
立
区
の
文
化
遺
産
調

査
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
今

後
の
研
究
成
果
に
引
き
続
き
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

郷見守って
いてにゃ


